












Identification 01 Genes Differentially Expressed by Putrescine in 
















謝に関係する 3つの遥伝子Cytochromeoxidase suhunit 1. low molecular mass ubiquinone-binding 

















類が減少した@これらの遺伝子の中で、 cytochromeoxidase subuni t 1， low molecular massubiquinone 




響をluciferase法で調べた。 ATP含量はDFMOにより減少し、 PUTにより増加した。 PUTによるATP含量の増加
の結果は、上記三つの遺伝子の発現量減少の結果と矛盾する可能性が考えられ、その理由については今後
さらに検討を要する問題であるが、ポリアミンが多くの遺伝子発現量を増加、または減少させることは、
細胞の増殖分化においてもポリアミンが遺伝手のレベルで調節因チとして働いていることを明らかにして
いるものと考えられる。以上の結果はポリアミンの生照作間の一端を明らかにしており、よって著者は博
士(医学)の学作を授与されるに値すると判定された。
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